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第二小学校 
歩道整備 

         
　
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
、
本
年
度
、
須
恵
町

の
防
災
地
図
を
作
成
し
全
所

帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

　
防
災
地
図
に
は
、
避
難
施

設
・
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
・

消
防
関
係
施
設
な
ど
災
害
時

に
必
要
な
主
要
関
係
施
設
の

ほ
か
、
風
水
害
・
地
震
で
危

険
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

急
傾
斜
地
、
土
石
流
の
恐
れ

の
あ
る
地
域
な
ど
を
図
示
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
地
図
外
の
余
白
に

は
、
災
害
発
生
時
の
対
処
方

法
・
負
傷
者
の
応
急
処
置
・

非
常
持
出
し
品
・
災
害
時
の

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
掲
載
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
防
災
地
図
は
、
本
年
八
月

頃
に
は
全
戸
配
布
で
き
る
予

定
で
す
。 

◇
文
字
情
報
◇ 

○
地
震
災
害
時
の
対
処
方
法

　
に
つ
い
て 

○
負
傷
者
の
応
急
処
置 

○
山
地
災
害
の
兆
候
に
つ
い

　
て 

○
水
害
時
の
対
処
方
法
に
つ

　
い
て 

○
非
常
時
持
出
し
品
に
つ
い

　
て 

一
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル 

二
、
町
の
緊
急
連
絡
先 

三
、
家
族
の
連
絡
先 

　
　
（
書
込
み
欄
） 

四
、
避
難
所
一
覧 

五
、
医
療
機
関
一
覧 

六
、
福
祉
施
設
一
覧 

◇
地
図
情
報
◇ 

○
避
難
施
設 

○
役
場 

○
医
療
機
関 

○
駐
在
所 

○
消
防
分
団
格
納
庫 

○
災
害
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト 

○
福
祉
施
設 

○
防
火
水
槽 

○
消
化
栓 

○
急
傾
斜
地 

○
土
石
流
危
険
渓
流 

○
土
石
流
氾
濫
地
域 

                  

                               

                   

　
須
恵
第
二
小
学
校
五
十
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
ま
た
、
車
に
よ
る
来
客

者
の
安
全
性
も
併
せ
て
確
保

す
る
た
め
に
、
校
門
か
ら
駐

車
場
ま
で
の
導
線
に
沿
い
歩

道
整
備
を
行
い
ま
す
。 

　
工
事
は
夏
休
み
期
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。 

　
二
百
五
十
万
円
を
当
初
予

算
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。 
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委 員 会 レ ポ ー ト  

災害時に必要な非常持出し品 

久我記念館改修工事の説明を受ける建設産業委員会 

歩道が整備される第二小学校 

作
成
・
配
布 

総 務 文 教  総 務 文 教  
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本
施
設
は
、
久
我
氏
が
建

設
さ
れ
二
十
七
年
が
経
過
、

町
が
寄
贈
を
受
け
て
か
ら
は

二
十
年
を
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
老
朽
化
が
著

し
く
今
回
改
修
を
行
う
も
の

で
す
。 

　
工
事
量
と
し
て
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
五
百
四
十

七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

一
階
収
蔵
庫
改
修
二
十
八
平

方
メ
ー
ト
ル
、
屋
根
の
改
修

四
百
七
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、

屋
根
の
防
水
六
十
六
平
方
メ

ー
ト
ル
、
外
壁
の
改
修
六
百

九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
改
修
一

式
、
電
気
設
備
工
事
一
式
と

し
て
い
ま
す
。 

　
事
業
費
は
一
千
八
百
万
円

で
、
財
源
は
一
般
財
源
で
す
。 

 

        

　
工
期
は
十
一
月
か
ら
一
月

ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、
期

間
中
の
十
一
月
か
ら
十
二
月 

  

中
旬
の
間
、
記
念
館
は
閉
館

し
ま
す
。 

　
一
階
収
蔵
庫
の
湿
気
対
策

に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
現
在

は
除
湿
機
で
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
除
湿
機
だ
け
で
は
不

安
な
た
め
、
執
行
残
に
よ
る

エ
ア
コ
ン
の
取
付
け
も
考
え

て
い
ま
す
。 

            

　
平
成
十
八
年
度
下
水
道
工

事
の
施
工
と
し
て
、 

○
須
恵
１
号
線
汚
水
幹
線 

　
３
工
区
管
渠
築
造
工
事 

○
須
恵
地
区
管
渠
築
造
工
事 

○
須
恵
８
号
線
汚
水
幹
線 

　
管
渠
築
造
工
事 

○
乙
植
木
地
区 

　
管
渠
築
造
工
事 

○
須
恵
９
号
線
汚
水
幹
線 

　
管
渠
築
造
工
事 

○
旅
石
地
区 

　
管
渠
築
造
工
事 

○
甲
植
木
地
区 

　
管
渠
築
造
工
事 

○
一
番
田
地
区 

　
管
渠
築
造
工
事 

○
恵
西
地
区 

　
管
渠
築
造
工
事 

○
旭
ヶ
丘
地
区
取
付
管 

　
埋
設
工
事 

○
乙
植
木
地
区
実
施
測
量 

　
業
務
委
託 

○
補
償
費 

　
（
管
渠
築
造
工
事
に
伴
う 

　
　
水
道
管
切
替
工
事
） 

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
事
業
費
六
億
円
、
財
源
内

訳
は
、
町
債
五
億
七
千
万
円
、

受
益
者
負
担
金
一
千
万
円
、

一
般
財
源
二
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
補
助
対
象
事
業

を
含
め
て
い
る
た
め
、
補
助

金
確
定
次
第
財
源
内
訳
の
変

更
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
平
成
十
八
年
度
水
道
工
事

の
施
工
は
、
主
に
、
下
水
道

工
事
に
伴
う
水
道
管
切
替
工

事
で
す
。 

　
佐
谷
浄
水
場
配
水
地
改
良

工
事
に
つ
い
て
は
、
流
入
フ

ロ
ー
ト
の
老
朽
化
に
よ
り
、

改
良
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
事
業
費
一
億
九
千
万
円
、

財
源
内
訳
は
、
一
般
財
源
一

億
九
千
万
円
で
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
六
千
万
円
を

下
水
道
工
事
に
伴
う
補
償
費

と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

下水道・ 
水道工事 

久
我
記
念
館
改
修

久
我
記
念
館
改
修 

万
円
万
円 

久
我
記
念
館
改
修 

万
円 
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